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「未来の教室」実証事業中間報告：
三菱UFJリサーチ&コンサルティング株式会社

事業概要 進捗状況と今後の展望
「化学分野におけるデジタル人材」のスキル標準
策定及びそれらの育成に向けた講座の開発

化学業界の企業等も参画し、「化学分野に
おけるデジタル人材」のスキル標準とそのスキル
標準に基づく講座開発の検討を実施します。

本講座を通じて、従前の化学分野の専門性に
加え、「データ科学」を活用し、情報とのインター
フェースを担う人材を育成することを目指します。

■進捗状況
7月

• 経済産業省 製造産業局 素材産業課との打ち合
わせを実施

• 化学会社各社へのヒアリングを実施

8月
• 経済産業省 製造産業局 素材産業課との打ち合

わせを実施
• 協議会出席各団体・各社へのヒアリングを実施
• 8/2に協議会キックオフを経済産業省会議室にて開催

9月
• 協議会出席各団体・各社へのヒアリングを実施
• 講座内容について、協議会企業及び大学機関と検討

10月
• 10/15に第2回協議会を経済産業省会議室にて開催

■今後の展開
講座内容、シラバスの骨格が固まったので詳細事項を詰めていきます。

加えて、実証講座の講義内容・講座の運用方法を検討していきます。

■達成内容
7月

• 企業ニーズ
の把握

8月
• 企業ニーズ

から講座骨
子を把握

9月
• 講座内容のたた

き台を作成

10月
• シラバスを作成
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参考①）三菱UFJリサーチ&コンサルティング株式会社

協議会検討会②

進捗報告（月一回の実施を想定）

実証講座

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
2018年 2019年

4月～

イベント

個別企業ヒアリング

講座コン
テンツ
整備

既存 講義資料 精査

協議会検討会（予備）

協議会検討会③

最終報告書 納品完了

実証講座用の
講座コンテンツ準備

フィード
バック

最終化

組織体制準備
プロモーション

「デジタル
×化学」
人材教育
サービス

イン

実証講座を通して必要な修正を反映し最終化する。

2019年4月からの実運用を想定し、実行に必要な組
織体制の整備や各社向けプロモーションを実施する。

コンセプト
定義

資料化
継続的な

ブラッシュアップ

講座運用
方法整備

継続的な
ブラッシュアップ

運用モデル案検討
実施計画案の検討

先進的に取り組んでいる学識者を中心に、協議会の協力
の下、既存コンテンツをベースに講座コンテンツを整備し
ていく。

協議会検討会①
キックオフ

事業の進捗状況と今後の取り組み
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